
（設備導⼊50）（新規借⼊50）財務DDの結果
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現状の財務状態では、キャッシュフ
ロー改善に資する設備投資等の追加
資⾦の調達は難しい。

取引⾦融機関が協調し、通常
借⼊債務300のうち、150相当の
プロパー融資・保証付融資をDDS。

1

財務の改善に伴い、新規借⼊50
を実現し、追加の設備導⼊。
キャッシュフロー改善を図る。

 特に債務超過に苦しむ事業者については、状況の打開のためにキャッシュフロー改善に資する設備投資を実施し
たくても、現状の財務状態では追加の資⾦調達もままならないケースあり。

 そのため、既存の保証付融資の⼀部を資本的劣後債権へ転換（信⽤保証付債権DDS）することで、財務
を改善し、ニューマネー投⼊を実現。

 信⽤保証付債権DDSの活⽤を促進するため、現⾏の要件となっている中⼩企業活性化協議会等による計画
のみならず、認定経営⾰新等⽀援機関が、経営改善計画策定⽀援事業によって策定を⽀援した事業再⽣
計画においても、全債権者の合意を得たものであれば、対象とする。


